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組 合 員 の み な さ ん 
 第２２回参議院議員選挙は、民主党が改選議席数を割り込む４４

議席という結果となりました。しかも、自民党が議席数をのばし、

民主党が過半数を割ることとなりました。 

 この、民主党の議席減という現実を克服し、これからも民主党政

権のもと戦争のない平和で暮らしやすい日本を目指して行か

なければなりません。そして何よりもＪＲ東海にあっては仕事の

しやすい、働きやすい職場を実現するために職場から闘い続け

ることが大切になります。 
  

民主党全体としては満足いく結果とは言えませんが、私たちが応

援してきた たしろ かおる は見事に当選することが出来ました。

たしろ かおる は、レールウェイはヒューマンウェイ で働く者

の声を国政に届けると約束しています。今まで私たち一人ひとりが

労働組合として、おかしい事・変だと思う事を職場でしっかり

主張してきたことを今後は、国政に届ける事が出来ます。 
  

私たちの職場は、社員間で競争をさせ、さらに早出・居残り、休

日呼び出し等々のサービス労働を強要しています。そして「不祥事」

を理由にして全ての責任を社員に押しつけてきています。これは、

国や利用者に「社員の責任」を強調して乗り切ろうというものでし

かありません。この事実をしっかり訴えましょう。 

参議院選挙までの、組合員一人ひとりの努力が実りました。今後

も自信を持って、しっかりと職場から闘いましょう。 
 
私たちの職場の事実を国政に届ける時が来ました 


